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物 性 研 の 現 状 と問 題 点







こでは, ¶物性研の研究体制後討 り5分科盛 事会覚書にふれながら,物性研
の現状 と問題点について述べたい0
5分科会での中間報告 という形で出されたのが, この覚書である｡ (覚書の
全文は末尾に収録) 覚書は,(i) 物性研究0?将来, (2) 物性研の萄色,(3)
物性研の体制,の5項目から成 '1ているO 物性研究の将来として,(1㌢ 従来な
されて来た研究の延長,即ち定量化,精密化,装置の大型化の方向,(2) 原理
的･基礎的間額の追求,新しい研究対象の追求,新分野の関野 (固体物理に限
定 しないO)以上2つの方向があげ られているO物性研の特色について次の 5
点即ち,(1) 物性研究者の集合後である (総合性) (2) 共同利用研としての





















このように見て来た場合,優性研の当初の目的の 1つ即ち ｢peak を作る｣
とい うことが共同利用研の機能を犠牲にする口実を与えることになるO 今や,




共同利 用研としての性格をうすめるものになるO こ でゝ勿論,物性研のメンバ
-による固有の研究を否定しているのではをh o 共同利用研として考えて見た












究予算配分がいわゆる t中央 "大学-集中し,文部省,政府官僚 と大学のボス
権力との遣接的結びつき (特に概算要求においてこの傾向が強 く見られるO )
叉 ビッグ ･サイエンスにつ夜がる重点配分等によって,研究者自身,特に研究
を支配する教授魔力によ って学問自身が暮んだ方南にもたらされているC 更に














軌 研究棟制についての各種苓貞会も一定i.B度以上出ないま ､匠形骸 化してい
るO
このように研究孝 内部での単に予算獲得のみによ って 自己の研究を遂行しよ
うとする,いわゆ る 什物取 り主着 けが研究それ自身をも歪ませ,研究を安易凌
方向にもた らしているO上記のような見地に立 って,再び共同利用研 としでの
物性研 を見た場合,先ず物性研究の将来に関しては,やは り本質的私 新しい
研究対象の追求が先ずをされなければならないだろう.こ でゝい う新 しいとい

















ているO この計画は,tl) 超轟磁場,(2) レーザー分光,(3) 鰍牲測定の 自動
ノ制御と精密化,.(4) 極低温冷却,液化磯,(5,) 超高圧,(6) 核牽*J性,(7) 新物
質録発とい.う7つのカテゴリーに分けられ,計 6億 円, 5年計画とい うもので




きであ ったO この ような厳しい姿勢のないま ゝ(r:計画が速められたことに対し
て,外部の研究者か ら掛担研所員の碑他的 ,独善的態度として批判されて も仕











は行われ得夜h Q 基研にかいてはすでに任期制が行われているO 共同利用研が
積極的にこ0)ような制度をとることによって.,全国的な規模で行われか ナれほ
なら夜ho現在の物性覇の性格を変え,共同不憫 研 としての報能を働かすため




















会の役割があまbt.,まっきりしないま ,ゝ今年の 4月再び同 じようなものが作 ら
れた｡但 し,今までの欠陥をなくすため,出来るだけ所員の意見が反映される




して,所員会 レベルで議論 されるようにな ったのも最近のことである. 大学vC
おける教授会自給と同じく物性所において も,所員会の自治として事は進んで
来たo これに対して,今年 5月,大学院生か ら, tl) 所 員会の議題,議事録の
公軌 (2) 所員会へ町議轟提案権, (3j 所員会へのオブザーバ-としての参加,
f41 自治会員の利害に関する寮費夜議事についての所員会決定に対す る拒否権
の要求が, 4項 目要求という形で出されたo叉助手か らも(1),(3)その他の要求

































述べたいoその報告lCは次の ようにか れゝている (66･頁) ｢全国の共同利用
のための研究所 (あるいはその｢部)あるいは一定の研究施設,資料の牽胤
利用などを由心 として研究活軸を行ない,学内のみならず学外-のサービスに
もかなり重点をお く研究所は,東京大学か ら分離されるべ きで4)る｡ ･････ ｣
(嶺近の第 1次報告書 1969,10月 では,その表現は もっと媛和された形に
な っているO)現在の加藤執行部,並びに改革準備調 査会Vこおける一連の改革
案は,昨年来,学部学等,院生を中心に提起されて来た大学,学問に対する根
蓬 的な問いかけに対して,何ら答えようとせず, 1月18, 19日の機動隊導
入以后,硬賓 怒る機動隊導入によ って,大学問題の告発者たる全共斗に対 して




脅背景の もとVCなされた共同利用研切 り擢し案をそのま 文ゝ字通 りに解釈す る
ことは出来をい'.中瑠報告p.68',第 1次軍告書 p.159に書かれている
如 く, ｢個々の大学 (あるいは地域的に近接したい くつかの大学)の専用施設
として共同利用桝の規模の設備がもたれるべ きで参る｣とされている o この報
告では,東大において,学部をヰ 心にした設備の拡充,その研究施設の拡大が
先ず考え られてい･るOこのJような立場に立つ時,共 同利用所の存在は,邪魔 な
存在とな E)得るのでめろ うo共同利用折はその目的上国TL研究所,乃至は大学
連合組 嘘の共同管崖下におかれるかいずれかが望ましいとい う意味のことが書
かれてい るが,･実密約には.学部中心的な見地か ら,切り離 し案が出されてい
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るとしか考えられないOその意図が報告においては明白に述べられていないが,
そのような形で出され,又先に述べたように大学の永常的な問題をかえり見ず,
単なる事態収拾のための制度改革に終始する姿勢において夜された改革案に対
して,共同利周研切り離しをすぐ把は賛成出来ないO共同利用研は未来,全国
の物性研究者の共通財産として特定の大学につかない,離れた存在を理想とす
ることは云うまでもなhoとの羊うな大学に蒔きなレ㍉いわゆる国立研究所が
我 研々究者の主張する佐剤を保持しうるか,現実の問頚として甚だ疑問である｡
そして政府,文部省の研究の合理化,中央集権化構額がますます大学から離れ
た研究所の存在を我 の々意図と逆の方向に利鞘しようとしている現実を見逃が
すわけにいかをhoしかし我々としては勿論,ある程度,大学から離れた共同
利用研に対する考えをもって前向きに考えていかなければ夜ら貴いことも事実
である｡
以上,物性研の現状と問題点について一応の展望を行ったOしかし,あまり
深い掘り下げの夜･い,まとまらないものになってしまったが,忌博のない蘭批
判が得られ ばゝ幸いであるC
尚,最近の鎗木南長の文書｢大学改革と物性研｣ (物性研だより1969,
8月)については言及出来なかったが,それについては別項の物性研院生有志
の批判を見られたい｡
〔資 料 〕
牧物性研の研究体制検討 '5分科会幹事会覚書
(1969-2-22)
1 物性研究の将来
A 従来の研究発展の自然延長
より定量化 ･精密化 ･装置の大型化の方向
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